
１．科目名（単位数） 障害児保育特論　（2単位）

３．科目番号 SJMP5331
２．授業担当教員 戸次　佳子

４．授業形態 講義及び演習 ５．開講学期 春期

６．履修条件・
他科目との関係

履修条件は特になし

７．講義概要

　インクルーシブ教育・保育とは、人間の多様性を尊重し、障害の有る無しに関わらず、共に協力し合っ
て生きていくことを前提とした保育である。本講義では、知的障害、身体障害、発達障害等に対して、そ
の障害を個人の特性として捉え、適切な配慮ができるよう理解を深めていく。また、障害児及び障害児を
めぐる法や制度の歴史的背景を理解し、統合保育およびインクルーシブ教育・保育の実践事例を通して、
障害児保育の本質について考えていく。

８．学習目標

1）乳幼児期の障害についての知識をもつことができる。
2）障害の知識をもとに個に応じた支援を考えることができる。
3）保育の場において、障害児を含めた集団への共に育つための保育の方法について理解し、考えていくこ
とができる。

９．アサイメント
（宿題）及びレポー
ト課題

授業内で提示する

10．教科書・参考書
・教材

【教科書】
尾崎康子・阿部美穂子他『よくわかるインクルーシブ保育』ミネルヴァ書房・2020

【参考書】
掘智晴・橋下好市・直島正樹『ソーシャルインクルージョンのための障害児保育』ミネルヴァ書房・2018
　

11．成績評価の規準と
評定の方法

○成績評価の規準
子どもの障害およびインクルーシブ教育・保育について理解すること、全ての子どもの健やかな育ちのた
めの保護者支援および保育士などの専門職に求められる知識・実践スキルについて理解することを評価の
基準とする。
○評定の方法
レポート課題　・・・・・　80％
受講態度・・・・・・・・　20％

12．受講生への
メッセージ

　大学院は、学術の理論及び応用について研究し、その深奥を極めて、文化の進展に寄与することを目的
とするものである。そのために、積極的、意欲的に授業へ参加し、課題に対して思考し、判断し、解決の
できる能力を高めてもらいたい。本講義では、インクルーシブ教育・保育の重要性について理解し、障害
児保育のあり方について考えて欲しい。

13．オフィスアワー 別途連絡する
14. 学習の展開及び内容【テーマ，学習の目標，学習の内容，キーワード，学習の課題，学習する上でのポイント等】

1. テ ー マ 障害児教育の歴史

【学習の目標】　障害児教育の理念と実際について、世界における歴史的な背景と日本の歴史的な背景を知る。
【学習の内容】　障害者の処遇の歴史について理解することを通して、これまでの社会が障害に向けてきたまなざしについて理解す

る。そして、現在の障害の定義（ICF）について学習する。また、近年のキーワードについて学習する。
【キーワード】　ICF、バリアフリー、ユニバーサルデザイン、障害者への処遇、社会のまなざし、障害者権利条約、合理的配慮
【学習の課題】　「障害」とは何かについて考える。
【参考文献】　掘智晴・橋下好市・直島正樹『ソーシャルインクルージョンのための障害児保育』第１部第１章
【学習する上での留意点】　障害とは何かについて考える。

2. テ ー マ インクルーシブ教育・保育について

【学習の目標】　「障害」のさまざまな定義について理解し、インクルーシブ教育・保育の理念について理解する。 
【学習の内容】　インクルージョンとは何かを理解し、インクルーシブ教育・保育の動向について学ぶ。
【キーワード】　特別支援教育、多様性、LGBTQ
【学習の課題】　インクルーシブ教育・保育に関する論文または資料を読む。
【参考文献】　尾崎康子・阿部美穂子他『よくわかるインクルーシブ保育』ミネルヴァ書房・2020　第１章
【学習する上での留意点】　インクルージョンとは何かを理解する。

3. テ ー マ 障害の理解と配慮１（知的障害）

【学習の目標】　知的障害と個に応じた支援、配慮について理解する。
【学習の内容】　知的障害について、定義とその分類について学び、日常の配慮を学ぶ。
【キーワード】　知的障害、知能、発達、ダウン症
【学習の課題】　知的障害の診断に関して
【参考文献】　　掘智晴・橋下好市・直島正樹『ソーシャルインクルージョンのための障害児保育』第２章
【学習する上での留意点】　境界知能についても理解する。　

4. テ ー マ 障害の理解と配慮２（発達障害）

【学習の目標】　発達障害とその支援、配慮について理解する。



【学習の内容】　発達障害とその診断とその障害の特徴について学ぶ。
【キーワード】　自閉スペクトラム症（ASD）、注意欠如・多動症（AD/HD）、学習障害（LD）
【学習の課題】　発達障害の定義について
【参考文献】　　掘智晴・橋下好市・直島正樹『ソーシャルインクルージョンのための障害児保育』第２章
【学習する上での留意点】　発達障害について理解する。

5. テ ー マ 障害の理解と配慮３（身体障害）

【学習の目標】　身体障害とその支援、配慮について理解する。
【学習の内容】　身体障害の種類とその配慮について学ぶ。
【キーワード】　肢体不自由、視覚障害、聴覚障害、話し言葉の障害
【学習の課題】　それぞれの障害の特性と配慮について
【参考文献】　　掘智晴・橋下好市・直島正樹『ソーシャルインクルージョンのための障害児保育』第３章
【学習する上での留意点】　障害とはどういうことかについて考える。

6. テ ー マ 日本におけるインクルーシブ教育・保育導入の背景

【学習の目標】　日本におけるインクルーシブ教育・保育の現状について理解する。
【学習の内容】　日本の保育制度と政策
【キーワード】　ダイバーシティ＆インクルージョン
【学習の課題】　日本におけるインクルーシブ保育の現状について
【参考文献】　尾崎康子・阿部美穂子他『よくわかるインクルーシブ保育』第３章
【学習する上での留意点】　ダイバーシティ＆インクルージョンについて考える。

7. テ ー マ 諸外国におけるインクルーシブ教育・保育の取り組み

【学習の目標】　諸外国におけるインクルーシブ教育・保育の取り組みについて理解する。
【学習の内容】　グローバルな視点から日本の障害児保育の課題について考える。
【キーワード】　韓国、アメリカ、イギリス、デンマーク、ハンガリー、アイスランド
【学習の課題】　諸外国におけるインクルーシブ保育の取り組みについて考える
【参考文献】　尾崎康子・阿部美穂子他『よくわかるインクルーシブ保育』第４章
【学習する上での留意点】　我が国の障害児保育を諸外国と比較して考える。

8. テ ー マ 障害児保育に関する理念と動向

【学習の目標】　障害児保育に関する理念の変化と今後の課題について理解する。
【学習の内容】　障害児保育に関する理念を世界的な流れから学ぶとともに、現在の日本の状況について考える。
【キーワード】　ノーマライゼーション、インテグレーション、インクルージョン、子どもの権利条約、特別支援教育
【学習の課題】　子どもの権利条約について
【参考文献】　掘智晴・橋下好市・直島正樹『ソーシャルインクルージョンのための障害児保育』第４章
【学習する上での留意点】　これからの我が国の障害児保育について考える。　

9. テ ー マ 障害児保育に関する法・制度

【学習の目標】　障害児保育を支える法や制度について理解する。
【学習の内容】　我が国の障害児保育の歴史と障害児の施設や事業について学ぶ。
【キーワード】　障害児保育、早期療養、特別児童扶養手当、母子保健法、児童福祉法
【学習の課題】　障害児施設・事業の一元化について
【参考文献】　資料配布
【学習する上での留意点】　現行の法や制度を実際の保育現場でどのように活用できるのかを考える。

10. テ ー マ 障害児保育の実際１

【学習の目標】　障害を持つ子どもたちの教育・保育について事例をもとに討論し理解する。
【学習の内容】　障害児保育施設の取り組みを通して、障害児を保育することの意味を考える。
【キーワード】　遊びの発達、遊びを育てる
【学習の課題】　学習内容から自分の考えをまとめる。
【参考文献】　　尾崎康子・阿部美穂子他『よくわかるインクルーシブ保育』第５章
【学習する上での留意点】　障害児保育と定型発達の子どもの保育との共通点は何かを考える。

11. テ ー マ 障害児保育の実際２

【学習の目標】　医療的ケア児を含むインクルーシブ教育・保育について事例をもとに討論し理解する。
【学習の内容】　多様な障害を有する子どもたちのインクルーシブ教育・保育の取り組みを通して、その意義を考える。
【キーワード】　医療的ケア児、仲間関係、医療的ケア児支援法
【学習の課題】　事例討論を通して考えたこと
【参考文献】　　尾崎康子・阿部美穂子他『よくわかるインクルーシブ保育』第６章
【学習する上での留意点】　医療的ケア児支援法の理念について理解する。

12. テ ー マ 地域・自治体で取り組むインクルーシブ教育・保育

【学習の目標】　自治体でどのような取り組みがあるか調べて理解する。
【学習の内容】　様々な自治体における事例を通してインクルーシブ教育・保育について考える。
【キーワード】　健診、保健師、児童発達支援センター
【学習の課題】　各事例を通して考えたこと
【参考文献】　　尾崎康子・阿部美穂子他『よくわかるインクルーシブ保育』第７章



【学習する上での留意点】　子どもの最善の利益を考える。

13. テ ー マ 他職種との連携・活用

【学習の目標】　共生社会のネットワークの重要性について理解する。
【学習の内容】　障害児保育における各関係機関との連携について学ぶ。
【キーワード】　障害児通所支援、保険医療機関、小学校　心理職との連携
【学習の課題】　子どもにとってのネットワークの意義や必要性について
【参考文献】　　尾崎康子・阿部美穂子他『よくわかるインクルーシブ保育』第８章
【学習する上での留意点】　個々の特別なニーズに対する実際の支援について考える。

14. テ ー マ 障害児とその保護者への支援機関

【学習の目標】　保護者の障害児を育てることを支援する方法について理解する。
【学習の内容】　障害児が入所、または通所する施設と主に保護者を対象とした相談支援活動を行う機関について学ぶ。
【キーワード】　障害児入所施設、児童発達支援センター、児童相談所
【学習の課題】　障害児の保護者支援について
【参考文献】　　資料配布
【学習する上での留意点】　本人支援と保護者支援の双方から考える。

15. テ ー マ まとめ－障害児保育の今日的課題

【学習の目標】　障害児保育の課題について、これまでの学びを元によりよい保育について考える。
【学習の内容】　障害児保育を取り巻く今日的な課題について討論する。
【キーワード】　障害児保育のあり方について
【学習の課題】　授業内で課題を提示する
【参考文献】　　特になし
【学習する上での留意点】　これまでの課題と学習を振り返る。


